
＜記者会見項目予定＞ 

① 平成 29年度 豊橋技術科学大学 新体制について 

 【学長 大西 隆】（別紙１参照） 

 

② 大西プラン 2017 策定 

 【学長 大西 隆】（別紙２参照） 

 

③ 発話時の脳活動計測から数字を 90％、 

 単音節を 60％の精度で認識することに成功 

 【名誉教授 新田恒雄・前教授 堀川順生】（別紙３参照） 

 

④ 人を育て、未来をひらく 

 平成 29年度の社会人向け実践教育プログラム 

 産業技術科学分野９講座、 

 地域社会基盤分野４講座でスタートします！ 

 【社会連携推進センター 副センター長 渋澤 博幸】（別紙４参照） 

 

⑤ 機械翻訳シンポジウム 

 AI で変わるグローバルコミュニケーション－身近になった機械翻訳 

 【情報メディア基盤センター長 井佐原 均】（別紙５参照） 

 

⑥ 平成 29年度科学技術分野の文部科学大臣表彰に本学教員２名が受賞しました 

 【電気・電子情報工学系 教授 大平 孝】 

 【情報・知能工学系 教授 岡田 美智男】（別紙６参照） 

 

⑦ 豊橋市大学連携調査研究費補助金を活用した研究の成果報告を行います。 

 【研究支援課センター支援係】（別紙７参照） 

 

⑧ 平成 29年度 定例記者会見日程予定（別紙８参照） 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 

平成２９年４月１８日 

平成２９年度第１回定例記者会見  

日時：平成２９年４月１８日（火）１１：００～１２：００ 

 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室 

多くの方々のご出席をお待ちしております。    

 ＜本件連絡先＞ 
総務課広報係 河合・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

1



＜別紙１＞ 
 

平成 29 年度 役員について 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２９年４月１８日 

【役員等】 

学  長            大西  隆    

理事・副学長（総務担当）   大貝  彰 

理事・副学長（学務担当）   井上 光輝 

（新任） 理事    （経営戦略担当） 神野 吾郎  

監事                 佐藤 元彦 

監事                          牧  葉子 

  

 

 

   

 ○新任の役員について 

 理事（経営戦略担当）  神野 吾郎 

  

  (現職) 

・株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長  

・中部ガス株式会社       代表取締役社長  

・ガステックサービス株式会社  代表取締役社長  

  

 (現在の主な公職・団体職) 

・豊橋商工会議所会頭 

・公益社団法人東三河地域研究センター理事長 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課総務係  TEL:0532-44-6504 

 広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 
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＜別紙２＞
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＜別紙３＞ 

   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

平成２９年４月１８日 

 

＜概要＞ 

 豊橋技術科学大学の新田恒雄名誉教授(前早稲田大学客員教授)、堀川順生前教授、
杉本俊二助教、および東京理科大学 桂田浩一准教授らの研究グループは、人が数字を
発話している時の脳波から 10 数字を 90% の精度で認識できる技術を開発しました。
さらに、単音節を発声している時の脳波についても 18 種類の単音節で 60%を越える
精度を得ており、近い将来、脳波による音声タイプライターを実現できる可能性を示
しました。 

＜詳細＞ 

 本研究成果の詳細は、8 月にストックホルムで開催される Interspeech2017 で発表

される予定です。http://www.interspeech2017.org/ 

 研究グループは、被験者が数字や単音節を発話している間の脳波データを収集しま

した。収集したデータについて、それが数字の何か、単音節の何に相当するのかを評

定するために、音声認識実験を行いました。 

 これまで、脳波からの音声認識を難しくしてきた原因の一つに「脳波は 音声と異なり、

学習データが少ない」という点が挙げられます。データ量が少ないということは、ディー

プラーニングなどの機械学習と呼ばれる強力な手法が、脳波からの音声認識には使えない

ことを意味します。そこで研究グループは、比較的少量のデータで学習できるアプローチ

として、脳の部分間の関連性を全体から分析でき、かつ耐雑音能力の高い解析法をベ ー

スに、音素類似度を評価する新たな圏論(合成写像)に基づく方法を開発することで、学習

データ量が少ない問題点を解決しました。さらに認識が難しい単音節の認識には、類似し

た音素間の差異を外積代数から評価する手法を開発しました。 

 このように新たに開発した評価手法を使って行われた音声認識実験では、10数字を

発話した際の脳波信号から、90％の認識率が得られました。また、18単音節について

も認識率 61％の精度を得ており、先行研究と比較しても一段高い性能を得ることがで

きました(人間は単音節認識 80%で文を了解できるとされています)。 

 新田名誉教授らは、今回の知見をさらに発展させ、発話を伴わない「音声想起型Ｂ

ＣＩ(Brain Computer Interface)」の開発を目指しています。開発が成功すれば、病

気や障害などで発話が困難になった人が、再び会話することができるようになるかも

しれません。また、健常者にとっても、制約のない音声入力として、最も自然な入力

手段になることが期待されます。 

 さらに、研究グループは５年後を目処に、より少ない電極で簡単に操作できる端末

を実現し、スマートフォンと連携させたいと考えています。脳波による言語操作は、

音声入力よりも多言語化しやすい利点があると考えており、関係機関と協力して脳波

に関する音声データベースと開発ツールを整備することを検討しています。 

発話時の脳活動計測から数字を 90％、 
単音節を 60％の精度で認識することに成功 
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＜ファンディング情報＞ 

 科研課題番号  16K00251 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 1 脳波データの収集風景 

 

 

 

 

 

図 3  脳活性位置の単音節による違い 

 

 

 

 

図 2 6(縦)×10(横)の脳領域で観察すると， 

  音節により活性化する部分が異なる． 

 

                       図 3 脳活動の推移 (8 名 10 音節平均) 

 記者会見当日に、本研究の詳細について発表します。 

 

[378 ms ] 脳活動が収束し始める

[-678 ms ] 前頭付近が活動し始める

[-198 ms ]

発話200ms

前頭前野下前頭回
ウェルニッケ野

ブローカ野

感覚運動野

運動野 体性感覚野

発話タイミング発話-500ms

本件に関する連絡先 

広報担当： 総務課広報係 河合・高柳・梅藤  TEL:0532-44-6506 
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発話時の脳活動から
数字と単音節を認識する

新田 恒雄（豊技大名誉教授，早大客員教授）
堀川 順生（豊技大教授）
杉本 俊二（豊技大助教）
桂田 浩一（東京理科大准教授）

1

プレスリリース 2017年4月18日

研究の背景

2

■音声タイプライタ (1981 新田) を脳波から実現できないか? 

■話すことと聞くことは，脳では 1-system か 2-systemか?
(1991 Scientific American) 

■豊橋技科大 赴任(1998) 
新田(信号処理とパターン認識) と 堀川 (脳生理学)
の交流

↓
調音運動のワンモデル
音声認識・合成ソフトの開発 (2010)

** Deep Neuralnetwok を使用していた。
= 大規模データベースが必要!
脳研究は小規模データのため，代替技術が
必要 圏論に基づく認識方式を開発

Scientific American Library
1991
The Science of Words 
George A. Miller
(Princeton University)
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研究の目的

日本語単音節を発話した際に生じる脳波を計測

脳波活動から数字・音節を認識する

3

本研究の最終地点

今回の発表

考える (想起) だけでスマートフォンに文字が表示できるシステム

脳波を計測するのは(頭皮からの)非侵襲的な計測方法であるため:
- ノイズに埋もれた微小信号から言語情報を如何に抽出するか，
-脳の何処で，どの時間に現象(事象関連電位)が現れるか

という問題を解決する必要がある。

先行研究

vSMC

高ガンマ周波数帯（85-175Hz）の振幅を正規化した波形

発話音声スペクトル

/ba/ /da/ /ga/

4

vSMC（腹側感覚運動野）の機能の研究

Bouchardら（2013）は、頭蓋内埋め込み型のEcoG電極（侵襲的）を用いて、皮
質表面から直接的に神経活動を記録した。

結 果

子音と母音からなる音節を発音する際、発話する音節の種類によって、vSMC
の活動が時間的・空間的に異なるパターンが得られることが示された。

Bouchard et al., 2013
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脳波計測

実験の様子

電極の配置（64ch）

被験者が日本語音節を発話するときの脳波を計測．

1,2session ・・・ /a/,/i/,/u/,/e/,/o/
3,4session ・・・ /ba/,/bi/,/bu/,/be/,/bo/
5,6session ・・・ /ga/,/gi/,/gu/,/ge/,/go/
7,8session ・・・ /ta/,/te/,/to/,/da/,/de/,/do/

実験中の音声を同時に録音

計測した4つの音節群（21音節）

5

/a/,/i/,/u/,/e/,/o/.ピンクノイズ./o/,/e/,/u/,/i/,/a/.ピンクノイズ. /a/,/i/,/u/,/e/,/o/・・・
例

×5 １session
(約5分) ×2 各音節20回計測

消灯した防音室内で、閉眼状態
で椅子に座る。前方に設置された
スピーカーから合図の純音（65-
70 dB SPL）を提示する。

被験者（8人） 実験環境

実験手順

ﾋﾟｯ あ
2s

ﾋﾟｯ お
2s

6

・日本語が母国語

・両耳が聞こえる

・右利きの成人男性

・・・
（い,う,え）

実験方法
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-678 ms

前頭付近が活動しはじめる 7

音節発話時の脳活動の推移

μV

-198 ms

発話前200ms
脳の音声言語に関連した要所が活動している 8

前頭前野下前頭回
ウェルニッケ野

ブローカ野

感覚運動野

運動野 体性感覚野

音節発話時の脳活動の推移

μV
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634 ms

脳活動が収束する様子
9

音節発話時の脳活動の推移

μV

[a] [i] [u] [e] [o]

[ba] [bi] [bu] [be] [bo]

[a] [i] [u] [e] [o]

[ba] [bi] [bu] [be] [bo]

発話前184ms

[ba] [bi] [bu] [be] [bo]

μV

10

8人加算

音節ごとの発話事象関連電位 (ERP) トポグラフィ

a               i u               e               o

ba bi              bu be             bo

a               i u               e               o

ba bi              bu be             bo

2

0

-2

被験者N

個人でも、音節ごと
に異なる反応が見ら
れる。反応には個人
差がある。

音節ごとに異なる
反応が見られる。
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EEG 信号
x0(n) : 60 ch. Y(ℓ×n’) ; ℓ = 20

ノイズを除去
実効値出力

双対変換DFT
/ IDFT

X(p, k, n’)  

Ψ(c, m’)

音素間の
差異評価

f (φ(ℓ))

y(ℓ) : ℓ=20 - 60 

音素尤度
変換

分類器

10数字
単音節

認識
結果

汎関数

部分空間

脳全体の活動を抽出する
(EEG spatial patterns

電極活動
特徴系列

脳波(EEG 信号)から数字/単音節を認識する

音素ベクトル
系列 Z1(k×n’)

音素間の差異
評価ベクトル

Z2(k×n’)

音素別に活動パターンの
違いを抽出する

11

3

1～
60

  電
極

ノイズ除去前 ノイズ除去後
frame no. frame no.

脳波信号からノイズを除去する
: 60 電極の実効値系列例 (/ba/)
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脳全体の活動に対する主成分を観る
: 双対空間; /ba/ 

上
位
の
1
～
20
軸

時間フレーム時間フレーム

(A) 高域強調前 (B) 高域強調後

上
位
の
1
～
20
軸

13

14

発話開始時発話前500ms

発話前 500 ms: ブローカ近辺の電極に寄与の増大
発話開始時 :   ブローカ野，ウェルニッケ野近辺で寄与が増大

電極の寄与の大きさの解析

寄与の
大きさ

6（縦）x 10（横）チャンネル表示

12



子音優勢部と母音優勢部を脳波(ERP)から分離する

相関値 相関値

(A) 子音部と母音部の分離
(1サンプル) 

(B) 子音部と母音部の分離
(全音節データの平均)

Similarity with 
Consonantal 
frame no.0

Similarity with 
Consonantal 
frame no.0 Similarity with 

Vowel frame 
no.14

Similarity with 
Vowel frame 
no.14

frame no.frame no.

15

a

da

ba

ga

u

o

e

i

6×10 電極の音素への寄与の違い (空間パターン)

16
13



17

圏論(合成写像)による脳波解析の概要
< ベクトル空間 > < 双対空間 > 線形写像

60電極出力(実効値系列)  x(p,n) 汎関数(関数の関数)
f(φ(ℓ))  φ(ℓ): 双対基底

Y(ℓ×n’)
電極活動特徴系列

g ◦ f g(φ(k, m))
合成写像 Z1(k,n’)

音素ベクトル系列

< テンソル空間 > 多重線形写像
h ◦ f 外積(行列(式)の行列)

合成写像 音素仮説と検証
Z2(k,n’) 最小誤差クラスとの外積計算

音素間の差異評価ベクトル系列 h(YaΛYb)

** ベクトル空間と双対空間/テンソル(圏)の間で，写像を繰返し，データの本質(音素)
に近づく。線形射影であること = 重ね合わせが可能なため，主成分分析等の統計
的手法が使える。

■ 単語認識では実用化可能な90%の性能を得た (特定話者)。
■ 単音節でも62%の性能を得，脳波タイプライタの実現

が視野に入った。
■ 音声言語を扱うBCI において，問題解決に有効な手法を

確立することができた。 ** BCI: Brain Computer Interface
■ 音声言語処理は，脳全体が協働して行われる。

(holistic pattern processing)

18

結果と考 察

■ 多人数での評価 (データベース整備)
■ 発話脳波 想起脳波の認識
■ 利用し易い電極端末の開発 (スマートフォンとの連携)

今 後
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＜別紙４＞ 

   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

平成２９年４月１８日 

 

 

 

＜概要＞ 

社会連携推進センターでは、平成 28 年度より高度技術者育成を進める社会人向けの実践

教育プログラムについてメニューの刷新を図りました。平成 29 年度は新たに公募をし、

新規テーマ含めて１３講座を開講致します。 

 

＜詳細＞ 

 

●社会人向け実践教育プログラムについて 

下記の２つのカテゴリーのプログラムがございます。 

Ａ）産業技術科学分野  先端ものづくりなど産業イノベーション人材の育成 

Ｂ）地域社会基盤分野  農業、防災、環境など地域課題解決に資する地域 

イノベーション人材の育成 

 

●平成 29 年度の実施プログラムについて 

平成 29 年度は産業技術科学分野で９件、地域社会基盤分野で４件のプログラムを実施 

予定です。 

下記ホームページにパンフレットの内容を掲載致しました。 

今後募集案内（開催日時、受講料）など詳細情報を随時更新して参りますので、ぜひ 

ご活用をお願い致します。 

・社会人向け実践教育プログラム概要 

http://www.sharen.tut.ac.jp/program/ 

・社会人向け実践教育プログラム一覧 

http://www.sharen.tut.ac.jp/program/list.html 

 

 

本件に関する連絡先 

    担当：研究支援課 社会連携支援室 上田     TEL:0532-81-5188     

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

人を育て、未来をひらく 
平成 29 年度の社会人向け実践教育プログラム 

 
産業技術科学分野９講座、 

地域社会基盤分野４講座でスタートします！ 
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英語での講演ですが 

リアルタイムで機械翻
訳システムによる日本
語字幕を表示します。 

主催：国立大学法人豊橋技術科学大学 
共催：日本マイクロソフト株式会社、株式会社ブロードバンドタワー、 
    株式会社エーアイスクエア 
後援：文部科学省 
 
豊橋技術科学大学は、日本マイクロソフト株式会社、株式会社ブロードバンドタワー、株式
会社エーアイスクエアと機械翻訳に関する協働研究プロジェクトを進めています。今回、こ
のプロジェクトの進捗についてご報告するとともに、AIで性能が急速に向上した機械翻訳の
ビジネスでの活用の可能性をご紹介するシンポジウムを開催いたします。最新の機械翻訳技
術の解説とともに、多言語化の精度向上のためのデータ共有の必要性もご説明いたします。 
産業界や観光分野などで翻訳が必要な文書をお持ちの方々をはじめ、広く多言語での情報発
信に興味を持たれる方々の参加をお待ちしております。 

                
プログラム（敬称略） 

＜第1部＞  
 基調講演 機械翻訳が広げるグローバルコミュニケーション  
 豊橋技術科学大学 教授 井佐原均 
 特別講演 機械翻訳の次の課題  
 国際高等研究所 所長、京都大学 元総長 長尾真 
 プロジェクト進捗報告 －実用化に向けて。研究からビジネスへ－ 
 
＜第2部＞  
 招待講演 機械翻訳技術の最先端 
 Microsoft Research, Principal Group Program Manager,  
 Chris Wendt   
 パネル討論 －機械翻訳がもたらす新しいコミュニティへの期待― 
 モデレータ： 豊橋技術科学大学 教授 井佐原均 
 パネリスト： 東洋大学 教授、東京大学 元教授 坂村健 
 JTB総合研究所 主任研究員 熊田順一 
 メディアドゥ 取締役 溝口敦 
 ブロードバンドタワー 代表取締役会長兼社長 CEO 藤原洋 
 日本マイクロソフト 業務執行役員 NTO 田丸健三郎 
 

参加費無料 

【お申込み】 
下記webサイトからお申し込みください 
http://peatix.com/event/243430 

開催日 
  4月24日（月） 
  13時～16時40分 

会場 
 ステーションコン   
 ファレンス東京  
 503号会議室  
 （東京駅直結） 
 
〒100-0005東京都千代
田区丸の内 1-7-12  
サピアタワー 

定員：先着250名 

【お問い合せ】 
国立大学法人豊橋技術科学大学 研究推進アドミニストレーションセンター 
TEL: 0532-44-6975（馬場）, : 0532-44-1561（吉倉） 
FAX: 0532-44-6980,  E-mail: honyaku@rac.tut.ac.jp （機械翻訳シンポジウム専用） 

＜別紙５＞
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Microsoft Research, Principal Group Program Manager,  
Chris Wendt 
 

   
    
         

    JTB    

         
       CEO  
     NTO   
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＜別紙６＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２９年４月１８日 

 

 文部科学省では、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた

者について、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、我

が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的とする科学技術分野の文部科学大臣表

彰を定めております。 

 この度、平成２９年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞者が決定し、本学教員２名

が受賞しました。 

＜受賞者＞ 

  

【科学技術賞】（研究部門） 

  氏 名：大平 孝（おおひら たかし） 

所 属：豊橋技術科学大学大学院工学研究科 電気・電子情報工学系 教授 

未来ビークルシティリサーチセンター長 

業績名：「共鳴Ｑ理論の研究」 

 

【科学技術賞】（科学技術振興部門） 

 氏 名：岡田 美智男（おかだ みちお） 

 所 属：豊橋技術科学大学大学院工学研究科 情報・知能工学系 教授 

 業績名：「弱いロボットの概念に基づく人とロボットの共生技術の振興」 

 

 

＜授賞式＞ 

  日 時：平成２９年４月１９日（水）１２：１０～ 

  場 所：文部科学省３階 講堂 

（参考）文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/04/1384228.htm 

※なお、個別取材も対応しますので、ご要望等ありましたら以下までご連絡ください。 

本件に関する連絡先 

担当：総務課副課長 大石真由美  TEL:0532-44-6512 

広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

平成２９年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 

に本学教員２名が受賞しました 
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H29 文部科学大臣表彰 科学技術賞「共鳴Q理論」 

 

未来ビークルシティリサーチセンター長 大平  孝 

1. 周波数が微妙に異なる２つの電流を回路に順次印加 

   → 共鳴状態であってもQ値の観測が可能となるということを発見 

2. Q理論を２次元拡張 

   → ワイヤレス給電系の伝送効率を予測する手法を編み出した 

3. 本理論の構築により、これまで熟練者の経験と勘に頼っていた複  

    雑な構造でも設計が可能 

① 開発技術の内容・特徴，従来技術との相違 

タイヤを介して白熱球点灯 

バッテリーレス電動カート 

電気自動車のバッテリーレス走行に成功  

未来ビークル社会 ： 電気自動車が移動手段の主役   

基盤交通インフラ 「電化自動車道」 の実現に向けての大きな１歩！ 

  

背景：低炭素社会の実現に向けてEVの普及が急務 

   しかし、EVは充電時間が長い・航続距離が短い 

    → 発想「走行中EVへ共鳴ワイヤレス給電」 

要点：回路のQ値を高める 
＊Q値（Quality Factor）：電気回路の良さを示すための性能指標、計測器で実測可能 

課題：「共鳴」状態にあるとき従来理論ではQ値がゼロになってしまう 

そこで・・・ 

共鳴Q理論 

② 実証実験  

大平教授の手書きノート（2015.4.10）より 

本理論 

従来理論 



H29 文部科学大臣表彰 科学技術賞 

「弱いロボットの概念に基づく人とロボットの共生技術の振興」 

研究成果の概要：人からの手助けを上手に引き出しながら、ゴミを拾い集めてしまう〈ゴミ箱ロボット〉など、関係論的な行 為方略を備え
る〈弱いロボット〉の概念を提唱し、人との共生を指向する社会的ロボットの新たな設計論として展開した。 

提案技術の特徴：人とロボットとがお互いの〈弱さ〉を補いつつ、その〈強み〉を引き出しあう点に特徴があり、子どもの学習環境のデザイ
ン、関係論的なケアの場の創出、クルマとドライバーとの協調など、多様な分野への社会実装が期待される。 

〈ゴミを拾い集めるロボット〉を作るには？ 

２つのアプローチ 個体能力主義的なアプローチ(従来技術) 

(いかに技術の隙間を埋めるのか ー 足し算のデザイン) 

人との関係を志向するアプローチ(提案技術) ー  余白をデザインする (引き算のデザイン) 

          …… ゴミを拾うのが難しければ、子どもたちに手伝ってもらおう！ 

                (個体としての機能はチープだけれど、周囲の人との関係はリッチになる！) 

③一緒に目的を達成する 

(関係論的な行為方略) 

①ロボットは 

  とてもシンプルに！ 

②思わず手伝ってしまう 

           (弱さのちから) 

④お互いの気持ちが通じ合う 

                   (疎通しあう関係) 

⑤手伝ったほうも 

                  うれしい気分に！ 

        (相互構成的な関係) 

⑥相互に関わるための 

                               コツを見いだす 

( 人の本来の優しさ、工夫、新たな学びを引き出す！ ) 

お互いの〈弱さ〉を補いつつ、その〈強み〉を引き出しあう関係 

(そこから生まれるメリットは？) 

  情報・知能工学系 / 人間・ロボット共生リサーチセンター 岡田 美智男   



＜別紙７＞ 

   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

平成２９年４月１８日 

 

 

 

〇日程：平成２９年４月２４（月）10:00 ～ ４月２８日（金）16:00 

 

〇場所：豊橋市役所 東館１階市民ギャラリー 

           

〇研究内容 

「地震による建物の揺れと被害の見える化による防災対策支援に関する研究」 

建築・都市システム学系教授，安全安心地域共創リサーチセンター長 齊藤大樹 

「交通弱者のための危険検知システムの小型化・高精度化に関する研究」 

情報・知能工学系 准教授 金澤 靖 

    

※研究内容と成果をパネルで紹介します。 

※４月２８日（金）にはデモンストレーションを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ▲昨年度の様子 

 

本件に関する連絡先 

 担当：研究支援課センター支援係 白井  TEL:0532-44-6574     

      広報担当：総務課広報係 河合・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

平成２８年度豊橋市大学連携調査研究費補助金を活用した 
研究の成果報告を行います。 
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